
令和５年 ６月

ＮＯ.１６７

各種行事・訓練

職場の豆知識

「その時不思議なことが起こった」

第３師団隊員紹介コーナー

自衛官候補生課程 ３か月の軌跡
～同期との絆を胸に新任地へ～

御坊音楽フェスティバル２０２３
自衛官候補生課程修了式～３か月の軌跡～
射撃野営訓練
部外行事成績優秀者紹介
予備自衛官招集訓練

近畿の守り人
３Ｄガイズ
ただ今奮闘中
趣味あり〼

表紙写真：自衛官候補生課程修了式 修了証書授与（第３特科隊)

みんなの架け橋

自衛隊滋賀地方協力本部



１ ３ 師 団 だ よ り 第１６７号 令和５年（２０２３年） ６月

演奏会の様子

師
団
は
、
６
月
18
日
（
日
）
、
御
坊
市
民
文
化
会
館
（
和
歌
山
県
御
坊

市
）
に
お
い
て
、
陸
上
自
衛
隊
第
３
師
団
「
御
坊
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
３
」
を
開
催
し
た
。

第
３
音
楽
隊
長
（
今
井
１
尉
）
の
指
揮
の
下
、
国
歌
「
君
が
代
」
に
続

き
、
陸
上
自
衛
隊
の
行
進
曲
「
陽
光
を
背
に
」
、
ベ
ル
ギ
ー
の
行
進
曲
「
マ

ー
キ
ュ
リ
ー
」
の
３
曲
を
演
奏
し
、
第
１
部
が
幕
を
開
け
た
。

続
い
て
、
第
37
普
通
科
連
隊
（
大
阪
府
和
泉
市
）
の
信
太
菊
水
太
鼓
が

登
場
し
、
「
武
将
」
、
「
初
陣
」
、
信
太
菊
水
太
鼓
の
隊
員
が
作
曲
し
た

「
嵐
」
、
最
後
は
、
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
で
も
演
奏
さ
れ
る
「
山
彦
」
の

４
曲
を
披
露
し
、
見
事
な
バ
チ
さ
ば
き
で
観
客
を
圧
倒
し
た
。

第
２
部
で
は
、
サ
ッ
ク
ス
の
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
の
た
め
に
作
曲
さ
れ
た

「
ア
ル
ト
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
の
ラ
プ
ソ
デ
ィ
（
第
２
・
第
３
楽
章
）
」
の
演

奏
か
ら
始
ま
り
、
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
奏
者
の
柳
原
３
曹
が
ソ
リ
ス
ト
を
務
め
、

バ
ン
ド
と
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
が
一
体
と
な
り
、
美
し
い
旋
律
を
奏
で
た
。

そ
の
他
、
国
民
的
ア
ニ
メ
「
ワ
ン
ピ
ー
ス
」
の
劇
場
歌
メ
ド
レ
ー
や
、

ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
ア
ニ
メ
映
画
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
な
ど
、
演
出
を

盛
り
込
ん
だ
楽
し
い
演
奏
で
、
幅
広
い
客
層
を
魅
了
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
真
島

俊
夫

氏

編
曲
「
宝
島
」
及
び
坂
本

九

氏
の
「
明
日
が
あ
る
さ
」
を
和
歌
山
県
内
２
校
の
高
校
生
（
紀
央
館
高
等

学
校
・
和
歌
山
南
陵
高
等
学
校
）
と
コ
ラ
ボ
演
奏
し
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス

ト
の
御
坊
市
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
み
ー
や
ち
ゃ
ん
」
も
登
場
す
る
な
ど
、

笑
顔
と
拍
手
で
会
場
が
湧
い
た
。
奏
者
と
来
場
者
が
ひ
と
つ
と
な
り
、
約

１
時
間
半
に
わ
た
る
演
奏
会
は
、
成
功
裡
に
幕
を
閉
じ
た
。

記念撮影

感動のフィナーレ

信太菊水太鼓の迫力ある演奏両校生徒へのインタビュー

和歌山南陵高等学校とのコラボ演奏

紀央館高等学校とのコラボ演奏



２ ３ 師 団 だ よ り 第１６７号 令和５年（２０２３年） ６月

６
月
下
旬
、
第
７
普
通
科
連
隊
（
福
知
山
）
、
第
36
普
通

科
連
隊
（
伊
丹
）
、
第
37
普
通
科
連
隊
（
信
太
山
）
、
第
３

後
方
支
援
連
隊
（
千
僧
）
及
び
第
３
特
科
隊
（
姫
路
）
は
、

約
３
か
月
の
自
衛
官
候
補
生
課
程
の
教
育
を
修
了
し
た
。

自
衛
官
候
補
生
た
ち
は
、
２
等
陸
士
に
任
命
さ
れ
、
各
職

種
部
隊
へ
の
配
置
を
そ
れ
ぞ
れ
命
ぜ
ら
れ
た
。

第
３
特
科
隊
所
属
の
八
幡

和
（
や
わ
た

な
ご
み
）
自

衛
官
候
補
生
は
、
「
右
も
左
も
分
か
ら
ず
、
最
初
は
不
安
で

し
た
。
徐
々
に
自
衛
隊
の
生
活
に
も
慣
れ
、
同
期
た
ち
と
も

仲
良
く
な
り
、
共
に
厳
し
い
訓
練
を
乗
り
越
え
て
き
た
最
高

の
仲
間
が
で
き
ま
し
た
」
と
こ
れ
ま
で
の
３
か
月
を
振
り
返

っ
た
。
ま
た
、
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
訓
練
は
ガ
ス
体
験
と

語
り
、
「
辛
い
こ
と
も
楽
し
む
精
神
で
乗
り
越
え
ら
れ
ま
し

た
。
前
期
教
育
で
仲
良
く
な
っ
た
同
期
と
会
え
な
く
な
る
の

は
寂
し
い
で
す
。
新
任
地
で
も
本
教
育
隊
で
経
験
し
た
こ
と

を
忘
れ
ず
に
、
後
期
教
育
も
頑
張
り
ま
す
」
と
抱
負
を
述
べ

た
。

修了式の様子（第３７普通科連隊）

歩哨訓練
（第７普通科連隊）

８９式小銃分解結合
（第３７普通科連隊）

体力検定
（第３後方支援連隊）

演習小銃てき弾射撃訓練
（第７普通科連隊）

救急法訓練
（第３６普通科連隊）

偽装訓練
（第３後方支援連隊）

戦闘訓練
（第３特科隊）

２５km徒歩行進訓練
（第３６普通科連隊）

戦闘訓練
（第３７普通科連隊）



３ ３ 師 団 だ よ り 第１６７号 令和５年（２０２３年） ６月

第
７
普
通
科
連
隊
第
４
中
隊
（
中
隊

長

川
畑
３
佐
）
及
び
第
36
普
通
科
連

隊
本
部
管
理
中
隊
（
中
隊
長

千
羽
１

尉
）
は
６
月
初
旬
、
そ
れ
ぞ
れ
の
駐
屯

地
に
お
い
て
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
を

実
施
し
た
。

予
備
自
衛
官
は
、
主
と
し
て
元
自
衛

官
で
あ
り
、
普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業

に
就
い
て
い
な
が
ら
、
国
防
の
高
い
志

を
持
っ
て
、
年
間
で
定
め
ら
れ
た
期
間
、

必
要
な
招
集
訓
練
に
参
加
し
て
い
る
。

招
集
訓
練
参
加
者
は
、
体
力
測
定
、

衛
生
教
育
、
武
器
訓
練
な
ど
を
演
練
し
、

必
要
な
知
識
・
技
能
の
維
持
向
上
を
図

っ
た
。

着隊申告（第７普通科連隊）

体力検定衛生教育

通信教育人命救助セット器材教育

体力検定格闘訓練

防護マスク装面訓練射撃予習訓練

５
月
27
・
28
日
、
第

37
普
通
科
連
隊
第
４
中

隊
所
属
の
佐
藤
２
曹
は
、

イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ァ
レ
ー

ゼ
で
開
催
さ
れ
た
「
第

４
回
日
本
拳
法
イ
タ
リ

ア
国
際
選
手
権
大
会
」

個
人
戦
及
び
団
体
戦
に

出
場
し
、
見
事
２
冠
を

達
成
し
た
。

優勝トロフィーを掲げ

喜びを見せる佐藤２曹

軽装甲機動車による７６ｍｍ発煙弾の投射訓練

第
７
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

前
野
１
佐
）
は
、

６
月
初
旬
、
日
本
原
演
習
場
に
お
い
て
射
撃
野
営

訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
で
は
、
12
．
７
㎜
重
機
関
銃
、
84
㎜
無

反
動
砲
、
手
り
ゅ
う
弾
投
て
き
、
軽
装
甲
機
動
車

に
よ
る
76
㎜
発
煙
弾
の
投
射
訓
練
を
実
施
し
、
各

種
射
撃
練
度
の
向
上
を
図
っ
た
。

手りゅう弾投てき訓練

８４ｍｍ無反動砲射撃

１２．７ｍｍ重機関銃射撃



第
３
音
楽
隊
の
町
屋

凱
（
ま
ち
や

が

い
）
３
曹
の
趣
味
、
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
ア

ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

今
か
ら
３
～
４
年
前
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
に
投
稿
さ
れ
て
い
る
の
を
見
か
け
、

マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
ア
ー
ト
を
始
め
ま
し
た
。

自
分
の
描
い
た
絵
に
好
き
な
マ
ス
キ
ン
グ

テ
ー
プ
を
ち
ぎ
っ
て
は
貼
り
を
繰
り
返
し
て

１
つ
の
絵
を
作
り
上
げ
ま
す
。
作
業
に
夢
中

に
な
り
す
ぎ
て
時
間
を
忘
れ
る
事
も
し
ば
し

ば
・
・
・
。

油
絵
の
よ
う
な
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
の
重

な
り
の
美
し
さ
に
ハ
マ
り
、
１
つ
の
作
品
を

作
り
あ
げ
た
時
の
達
成
感
が
と
て
も
癖
に
な

り
ま
す
。

こ
れ
を
見
て
、
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
ア
ー

ト
の
世
界
に
興
味
を
持
た
れ
た
方
、
何
か
一

つ
の
こ
と
に
没
頭
し
た
い
方
に
は
お
勧
め
の

趣
味
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
自
衛
隊
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
桜

を
背
景
に
用
い
て
第
３
師
団
の
部
隊
章
を
作

っ
て
み
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
マ

ス
キ
ン
グ
テ
ー

プ
ア
ー
ト
を
始

め
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う

か
。

今
回
は
、
第
３
高
射
特
科
大
隊
高
射
中
隊

に
所
属
す
る
白
井

桃
子
（
し
ら
い

も
も

こ
）
３
尉
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

入
校
時
期
・
期
別
は
。

Ａ

令
和
３
年
３
月
に
一
般
幹
部
候
補
生
と

し
て
入
校
。
期
別
は
21
Ｕ
で
す
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
た
き
っ
か
け
（
動
機
）
は
。

Ａ

女
性
自
衛
官
の
活
躍
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
幹
部
を
目
指
す
女
性
隊
員
の
模
範

に
な
り
た
い
と
思
い
、
志
望
し
ま
し
た
。

Ｑ

幹
部
候
補
生
学
校
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

総
合
訓
練
に
お
け
る
１
０
０
㎞
の
行
進

訓
練
に
お
い
て
、
厳
し
い
坂
道
で
同
じ
分

隊
の
同
期
が
背
中
を
押
し
て
一
緒
に
歩
い

て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
あ
の
時
の
こ
と
を

今
も
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

ど
の
よ
う
な
業
務
を
し
て
い
る
か
。

Ａ

現
在
、
第
２
射
撃
小
隊
長
と
し
て
短
Ｓ

Ａ
Ｍ
小
隊
の
指
揮
を
執
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

幹
部
と
し
て
の
や
り
が
い
は
。

Ａ

小
隊
員
と
共
に
任
務
を
達
成
し
た
時
で

す
。
特
に
、
演
習
や
対
空
戦
闘
訓
練
で
の

一
体
感
と
達
成
感
を
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ

幹
部
任
官
後
、
最
も
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

経
験
・
知
識
が
不
足
し
て
い
る
中
で
小

隊
長
と
し
て
部
隊
を
指
揮
し
た
こ
と
で
す
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
て
か
ら
の
変
化
は
。

Ａ

言
動
に
は
特
に
気
を
遣
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
発
言
や
行
動
に
は
常
に
影
響
力
と

責
任
が
伴
う
と
自
覚
し
ま
し
た
。

Ｑ

部
隊
等
の
隊
員
に
一
言

Ａ

幹
部
自
衛
官
と
し
て
日
々
学
び
、
挑
戦

し
続
け
ま
す
！
こ
ん
な
私
で
す
が
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第３後方支援連隊補給隊

陸士長 木全 珠里

第
３
後
方
支
援
連
隊
補
給
隊
部
品
補
給
小

隊
に
所
属
す
る
木
全

珠
里
（
き
ま
た

じ

ゅ
り
）
士
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

予
備
自
衛
官
の
母
が
、
記
念
行
事
や
音

楽
祭
等
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
て
、
自
衛

隊
を
身
近
に
感
じ
、
人
の
役
に
立
ち
た
い

と
思
い
、
入
隊
を
希
望
し
ま
し
た
。

Ｑ

部
隊
の
魅
力
は
。

Ａ

部
品
の
補
給
に
よ
り
、
被
支
援
部
隊
を

支
え
る
こ
と
を
通
じ
、
他
部
隊
の
隊
員
と

繋
が
り
の
多
い
と
こ
ろ
が
魅
力
で
す
。

Ｑ

心
に
残
る
経
験
は
。

Ａ

陸
曹
候
補
生
選
抜
試
験
に
向
け
た
練
成

の
際
、
多
く
の
方
々
に
支
え
て
い
た
だ
き
、

無
事
に
合
格
で
き
た
こ
と
で
す
。

Ｑ

尊
敬
す
る
人
は
。

Ａ

小
隊
の
陸
曹
の
方
々
で
す
。
常
に
一
生

懸
命
に
、
真
心
の
こ
も
っ
た
支
援
を
心
掛

け
て
お
り
、
日
頃
か
ら
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

趣
味
は
。

Ａ

映
画
鑑
賞
、
テ
ー
マ

パ
ー
ク
巡
り
、
ア
ウ
ト

ド
ア
で
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
は
。

Ａ

現
在
、
反
抗
期
真
っ
只
中
の
娘
２
人
を

子
育
て
し
つ
つ
、
陸
曹
教
育
隊
へ
の
入
校

が
控
え
て
い
る
の
で
、
仕
事
と
家
庭
の
両

立
が
目
標
で
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

何
事
に
も
挑
戦
し
、
誰
か
ら
も
信
頼
を

さ
れ
る
補
給
陸
曹
に
な
れ
る
よ
う
日
々
精

進
し
ま
す
。

第３音楽隊

３等陸曹 町屋 凱

第３高射特科大隊高射中隊

３等陸尉 白井 桃子

４ ３ 師 団 だ よ り 第１６７号 令和５年（２０２３年） ６月

令
和
５
年
３
月
16
日
、
「
第
３
偵
察
隊
」
と

「
第
３
戦
車
大
隊
」
が
廃
止
さ
れ
、
第
３
師
団

に
「
第
３
偵
察
戦
闘
大
隊
」
が
新
編
さ
れ
た
。

新
編
に
伴
い
、
千
僧
駐
屯
地
か
ら
今
津
駐
屯

地
に
移
駐
し
た
隊
員
に
話
を
聞
い
た
。

第
３
偵
察
戦
闘
大
隊
戦
闘
中
隊
に
所
属
す
る

稲
垣

雅
也
（
い
な
が
き

ま
さ
や
）
３
曹
は
、

令
和
３
年
８
月
か
ら
第
３
偵
察
隊
で
斥
候
陸
曹

と
し
て
勤
務
し
、
部
隊
新
編
に
伴
い
、
戦
闘
中

隊
第
３
戦
闘
小
隊
小
銃
分
隊
副
分
隊
長
と
し
て

勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

稲
垣
３
曹
は
、
家
族
帯
同
で
滋
賀
県
に
移
住

し
、
大
き
な
生
活
環
境
の
変
化
を
経
験
し
た
隊

員
の
一
人
で
あ
る
。

そ
ん
な
稲
垣
３
曹
は
、
今
津
駐
屯
地
で
の
勤

務
及
び
高
島
市
で
の
生
活
に
つ
い
て
、
「
新
編

部
隊
と
し
て
模
索
す
る
中
、
よ
り
良
い
部
隊
に

す
る
為
、
仲
間
と
協
力
し
、
訓
練
を
考
え
る
こ

と
に
団
結
を
感
じ
ま
す
」
と
語
っ
た
。
ま
た
、

私
生
活
で
は
、
風
光
明
媚
な
土
地
で
「
メ
タ
セ

コ
イ
ヤ
並
木
」
や
琵
琶
湖
畔
に
隣
し
た
「
こ
ど

も
の
国
」
に
出
掛
け
る
な
ど
、
家
族
と
外
で
遊

ぶ
機
会
が
多
く
な
っ
た
と
の
こ
と
。

公
私
共
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
稲
垣
３
曹

は
「
部
隊
の
中
核
と
し
て
、
精
強
化
に
貢
献
し
、

新
編
部
隊
に
『
風
』
を
吹
か
せ
ら
れ
る
陸
曹
に

な
り
た
い
」
と
今
後
の
目
標
を
語
っ
て
く
れ
た
。

新
編
部
隊
で
活
躍
す
る
「
近
畿
の
守
り
人
」

稲
垣
３
曹
の
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

余暇を使って
アウトドア♪

第３師団の部隊章

ＭＣＶを前に家族写真

稲垣３曹



５ ３ 師 団 だ よ り 第１６７号 令和５年（２０２３年） ６月

マメ

著
：
ジ
ョ
シ
ュ
ア

□１面
師団訓練検閲

□２面
・連隊訓練検閲 （第３６普通科連隊）
・令和５年度第１回方面実動演習（災害対処）

□３面
・新隊員特技課程

・ＲＣＶ等操縦訓練 （第３偵察戦闘大隊）

・大隊武装走競技会 （第３施設大隊）

【次号掲載記事（予定）】

□４面
・師団戦士 （第３７普通科連隊）

・我が部隊の新戦力（第３飛行隊）

・一隅を照らす （第３特殊武器防護隊）

・社会の一員として（第３６普通科連隊）

□５面
・慰霊碑を巡る

・職場のマメ知識

近
畿
２
府
４
県
に

所
在
す
る
各
自
衛

隊
地
方
協
力
本
部

か
ら
の
情
報
発
信

コ
ー
ナ
ー

自衛隊滋賀地方協力本部

自
衛
隊
滋
賀
地
本
協
力
本
部
で
す
。
滋
賀
県
と

言
え
ば
、
信
楽
焼
、
狸
と
言
え
ば
「
滋
賀
ぽ
ん
」

で
す
よ
ね
。

今
回
は
、
滋
賀
ぽ
ん
が
滋
賀
地
方
協
力
本
部
の

活
動
状
況
を
紹
介
す
る
ぽ
ん
！

募
集
課
で
は
、
こ
の
春
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
「
オ
ン

タ
イ
ム
投
稿
」
を
始
め
た
ぽ
ん
。
イ
ベ
ン
ト
で
、

「
今
、
こ
の
瞬
間
」
に
起
こ
っ
て
い
る
熱
々
な
情

報
を
皆
さ
ん
に
届
け
る
べ
く
発
信
し
て
る
ぽ
ん
。

皆
さ
ん
も
是
非
滋
賀
地
本
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
フ
ォ
ロ
ー
を

お
願
い
す
る
ぽ
ん
！

次
は
、
滋
賀
地
本
の
強
力

な
助
っ
人
を
紹
介
す
る
ぽ
ん
。
皆
さ
ん
ご
存
じ
、

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
伊
藤
悠
平
さ
ん
。
伊
藤

さ
ん
は
、
自
衛
官
と
し
て
２
曹
ま
で
勤
務
し
、
プ

ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
再
出
発
さ
れ
た
ぽ
ん
。
現

在
は
、
仕
事
の
傍
ら
駐
屯
地
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
で

元
自
衛
官
に
し
か
撮
れ
な
い
「
隊
員
の
心
情
」
を

カ
メ
ラ
に
収
め
、
自
衛
隊
の
広
報
に
積
極
的
に
協

力
し
て
く
だ
さ
っ
て
る
ぽ
ん
。
４
月
に
は
「
素
顔

の
自
衛
官
」
を
出
版
さ
れ
、
こ
れ
が
ま
た
大
好
評

だ
ぽ
ん
。
ま
だ
見
て
な
い
人
は
必
見
だ
ぽ
ん
。
今

後
、
皆
さ
ん
の
駐
屯
地
で
伊
藤
さ
ん
を
見
か
け
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
時
は
最
高
の
笑
顔
を
よ
ろ

し
く
ぽ
ん
！
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続
い
て
、
援
護
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
ぽ

ん
。
予
備
自
衛
官
の
志
願
手
続
き
に
つ
い

て
、
自
衛
官
退
職
後
１
年
以
内
に
予
備
自

衛
官
に
採
用
さ
れ
れ
ば
、
１
年
目
は
地
本

で
の
１
日
間
訓
練
の
み
（
仕
事
と
両
立
し

て
ス
タ
ー
ト
が
可
能
）
。
退
職
時
に
は
、

ぜ
ひ
志
願
手
続
き
を
よ
ろ
し
く
ぽ
ん
！

次
は
、
予
備
自
衛
官
補
だ
ぽ
ん
！

自
衛
官
未
経
験
の
方
が
、
定
め
た
日
数

の
訓
練
に
参
加
、
予
備
自
衛
官
を
目
指
し
、

一
般
は
50
日
間(

３
年
間)

、
技
能
は
10
日

間(

２
年
間)

の
訓
練
に
参
加
後
、
予
備
自

衛
官
に
任
用
さ
れ
る
ぽ
ん
。

技
能
の
志
願
区
分
に
は
、
衛
生
（
医
療

系
資
格
保
有
者
）
、
語
学
、
整
備
（
自
動

車
整
備
）
、
情
報
処
理
、
電
気
、
建
設
、

人
事
（
保
育
士
）
な
ど
「
自
衛
隊
の
こ
と

を
知
り
た
い
」
、
「
自
分
の
技
能
を
高
め

た
い
」
等
、
身
近
に
興
味
の
あ
る
方
が
い

ま
し
た
ら
、
ま
ず
は
地
本
ま
で
連
絡
お
願

い
す
る
ぽ
ん
！

【オンタイム投稿撮影風景】【伊藤氏｢素顔の自衛官｣】

【１日間訓練風景】
本部長に対する申告、訓示

【予備自衛官補(技能)の訓練風景】
本部長による、訓練内容の確認

【５日間訓練風景】
第１日の訓練開始式

「
そ
の
時
不
思
議
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
」

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ Twitter

【ＱＲコード】

りくぽん うみぽん そらぽん

【滋賀ぽん３兄弟】

み
な
さ
ん
「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ブ
ラ
ッ
ク
Ｒ
Ｘ
」
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
子
供
た
ち
の
間
で

は
有
名
な
正
義
の
ヒ
ー
ロ
ー
で
す
。

勧
善
懲
悪
の
理
解
し
や
す
い
ス
ト
ー

リ
ー
は
、
子
供
心
を
鷲
掴
み
に
し
た
も

の
で
す
。

さ
て
、
こ
の
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ブ
ラ
ッ
ク

Ｒ
Ｘ
で
す
が
、
時
に
は
か
な
り
の
窮
地
に
陥
い
り
ま
す

が
、
「
そ
の
時
、
不
思
議
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
」
と
い

う
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
流
れ
、
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
な
ど
し

て
い
つ
も
ピ
ン
チ
を
切
り
抜
け
ま
す
。
夢
の
あ
る
話
と

言
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
で
終
わ
り
で
す
。

実
際
、
現
実
を
振
り
返
っ
て
み
て

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
運
の
悪
い
こ
と

が
起
き
た
時
、
少
し
ず
つ
、
若
し
く

は
急
に
好
転
し
た
り
、
逆
に
ラ
ッ
キ

ー
な
こ
と
に
繋
が
っ
た
り
と
い
う
こ

と
が
起
き
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

私
は
、
そ
う
い
っ
た
場
合
、
心
の
中
で
「
そ
の
時
、
不

思
議
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
」
と
唱
え
て
い
ま
す
。

一
つ
の
暗
示
み
た
い
な
も
の
で
す
が
、
あ
え
て
唱
え

る
こ
と
で
、
小
さ
く
て
も
ラ
ッ
キ
ー
な
こ
と
が
た
く
さ

ん
起
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

自
分
は
ラ
ッ
キ
ー
な
人
生
が
送
れ
て
い
る
と
思
う
こ
と

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
お
い
て

た
く
さ
ん
苦
労
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
幸
運
に
た
く

さ
ん
気
づ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
前

向
き
に
過
ご
せ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。


